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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月4日(2018.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の式：

【化１０１】

［式中、Ｒ１は、
【化１０２】

～Ｎ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ３；～ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＯＨ；～Ｎ（ＣＨ２ＣＨ

２ＯＣＨ３）２；及び
【化１０３】

からなる群から選択される］に包含される構造を有する化合物、或いは前述のものの各々
の薬学的に許容可能な塩又は溶媒和物。
【請求項２】
　以下の式：
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【化１０４】

［式中、Ｒ２は、～ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＦ３；及び～ＣＨ（ＣＨ３）ＯＨからなる群から選
択される］に包含される構造を有する化合物、或いは前述のものの各々の薬学的に許容可
能な塩又は溶媒和物。
【請求項３】
　以下の式：

【化１０５】

［式中、Ｒ３は、
【化１０６】

からなる群から選択される］に包含される構造を有する化合物、或いは前述のものの各々
の薬学的に許容可能な塩又は溶媒和物。
【請求項４】
　以下の式：

【化１０７】

［式中：
　Ｇは、～Ｃ（Ｏ）～及び～Ｓ（Ｏ）２～からなる群から選択され；
　（ａ）は、０、１、２、３及び４から選択され；
　Ｒ４は、
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【化１０８】

からなる群から選択され、且つ
　Ｊは～Ｈ又は～ＣＦ３である］に包含される構造を有する化合物であって、但し、

【化１０９】

ではない化合物、或いは前述のものの各々の薬学的に許容可能な塩又は溶媒和物。
【請求項５】
　以下の式：
【化１１０】

［式中：
　（ｂ）は、０又は１のいずれかであり；且つ
　Ｒ５は、

【化１１１】

～ＮＨＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＯＣＦ３；～ＮＨＣ（ＣＨ３）３；～
ＮＨＣＨ３；及び～Ｎ（ＣＨ３）２；

【化１１２】

からなる群から選択される］に包含される構造を有する化合物、或いは前述のものの各々
の薬学的に許容可能な塩又は溶媒和物。
【請求項６】
　以下：
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【化１１３】

からなる群から選択される化合物、或いは前述のものの各々の薬学的に許容可能な塩又は
溶媒和物。
【請求項７】
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　請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物と少なくとも１つの薬学的に許容可能な賦
形剤とを含む医薬組成物。
【請求項８】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物を含む組成物であって、前記化合物が剤形
で存在する、組成物。
【請求項９】
　前記剤形が経口剤形である、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物を含む組成物であって、前記組成物がそれ
を必要としている患者に投与されることを特徴とする組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記の観点から、内臓痛及びκオピオイド受容体に関連する他の症状又は病状を治療す
るのに十分な有効性を保持しながらもＣＮＳ副作用を低減する末梢作用性κオピオイド作
動薬が依然として必要とされている。本発明は、これら及び他の必要に応えようとするも
のである。
　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
　以下の式：
【化１０１】

［式中、Ｒ１は、
【化１０２】

～Ｎ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ３；～ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＯＨ；～Ｎ（ＣＨ２ＣＨ

２ＯＣＨ３）２；及び
【化１０３】

からなる群から選択される］に包含される構造を有する化合物、並びに前述のものの各々
の薬学的に許容可能な塩及び溶媒和物。
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（項目２）
　以下の式：
【化１０４】

［式中、Ｒ２は、～ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＦ３；及び～ＣＨ（ＣＨ３）ＯＨからなる群から選
択される］に包含される構造を有する化合物、並びに前述のものの各々の薬学的に許容可
能な塩及び溶媒和物。
（項目３）
　以下の式：

【化１０５】

［式中、Ｒ３は、
【化１０６】

からなる群から選択される］に包含される構造を有する化合物、並びに前述のものの各々
の薬学的に許容可能な塩及び溶媒和物。
（項目４）
　以下の式：

【化１０７】

［式中：
　Ｇは、～Ｃ（Ｏ）～及び～Ｓ（Ｏ）２～からなる群から選択され；
　（ａ）は、０、１、２、３及び４から選択され；
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　Ｒ４は、
【化１０８】

からなる群から選択され、且つ
　Ｊは～Ｈ又は～ＣＦ３である］に包含される構造を有する化合物であって、但し、

【化１０９】

ではない化合物、並びに前述のものの各々の薬学的に許容可能な塩及び溶媒和物。
（項目５）
　以下の式：
【化１１０】

［式中：
　（ｂ）は、０又は１のいずれかであり；且つ
　Ｒ５は、
【化１１１】

～ＮＨＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＯＣＦ３；～ＮＨＣ（ＣＨ３）３；～
ＮＨＣＨ３；及び～Ｎ（ＣＨ３）２；
【化１１２】

からなる群から選択される］に包含される構造を有する化合物、並びに前述のものの各々
の薬学的に許容可能な塩及び溶媒和物。
（項目６）
　以下：
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【化１１３】

からなる群から選択される化合物、並びに前述のものの各々の薬学的に許容可能な塩及び
溶媒和物。
（項目７）
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　項目１～６のいずれか一項に記載の化合物と少なくとも１つの薬学的に許容可能な賦形
剤とを含む医薬組成物。
（項目８）
　項目１～７のいずれか一項に記載の化合物を含む組成物であって、前記化合物が剤形で
存在する、組成物。
（項目９）
　項目１～８のいずれか一項に記載の化合物を、それを必要としている患者に投与するス
テップを含む方法。
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